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（目的）

第１条 児童生徒数の減少に伴い、福岡市立小・中学校（以下「学校」という。）の小規模化が進行する中で、学校生活、学校運営に
関する諸問題を調査し、学校の適正規模、適正配置等について検討するため、福岡市学校規模適正化検討委員会（以下「委員会」
という。）を設置する。

（所掌事項）

第２条 委員会は、福岡市立小・中学校の規模及び配置の適正化に関する基本的な考え方と、適正化に向けた具体的な方策につ
いて検討し、提言する。

（委員）

第３条 委員会は、次の各号に掲げる者のうちから、教育長が委嘱又は任命する委員１５名以内をもって構成する。

（１） 福岡市議会代表 ４名

（２） 民間代表 １名

（３） 地域代表 ３名

（４） 保護者代表 ２名

（５） 学識経験者 ３名

（６） 学校代表 ２名

（任期）

第４条 委員の任期は、原則として提言までとする。

検 討 委 員 会 設 置 要 綱検 討 委 員 会 設 置 要 綱
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（組織）

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置く。

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選により選出する。

３ 委員長は委員会を代表し、委員会を主宰する。

４ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、その職務を代理する。

（会議）

第６条 委員会の会議は、委員長が招集する。

２ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。

（意見の聴取）

第７条 委員会は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その意見または説明を聞くことができる。

（庶務）

第８条 委員会の庶務は、教育委員会総務部学校計画課において行う。

（実施の細目）

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項は、委員長が 委員会の意見を聴いて別に定める。

附 則

この要綱は平成２０年５月１日から実施する。
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氏　　名 役　職　名

　今林　秀明  福岡市議会議員

　阿部　正剛  福岡市議会議員

　三角　公仁隆  福岡市議会議員

　野尻　旦美  福岡市議会議員

　竹下　輝和  九州大学大学院人間環境学研究院教授

　元兼　正浩  九州大学大学院人間環境学研究院准教授

　岡　直子  西南学院大学人間科学部教授

　安武　健一  福岡青年会議所専務理事

　原田　陽次  福岡市自治協議会等７区会長会会長

　江下　雅陽  福岡市子ども会育成連合会副会長

　仲里　美佐子  福岡市青少年育成連絡会会長

　福原　京子  福岡市PTA協議会副会長

　多比良　啓子  福岡市PTA協議会副会長

　竹内　義子  福岡市立小学校長会副会長

　髙濱　文子  福岡市立中学校校長会副会長

福岡市学校規模適正化検討委員会委員名簿

備考

＜敬称略＞



検討委員会のスケジュールについて
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検 討 委 員 会 の ス ケ ジ ュ ー ル検 討 委 員 会 の ス ケ ジ ュ ー ル

第１回

第２回

第３回

第４回 中間まとめ（第１回～第３回の議論を総括）

９月 第５回

１０月 第６回

１１月 第７回

１２月 第８回 「最終報告」とりまとめ

８月

本市の現状と課題，先進的事例の分析，
学校規模適正化の基準

適正化の進め方，留意点の整理，
事例を使用した基準の検証

７月
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福 岡 市 の 人 口 推 移 に つ い て
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○福岡市の人口は平成35年頃をピークに減少に転じる

○15歳未満の人口は昭和57年をピークに減少傾向

→現在は横ばい状態にあるものの，平成27年からは，再び減少に転じる見込み

福 岡 市 の 人 口 推 移福 岡 市 の 人 口 推 移

(S57)254千人

(H19)192千人

(H42)166千人

出典：福岡市統計書，福岡市の将来人口予測

H27～
再び減少傾向
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○晩婚化・未婚率の上昇等により，合計特殊出生率(※)が減少
(※)一人の女性が一生の間に出産する子どもの数

←人口を維持するために必要な水準：2.08
○全国値との差も拡大している状況

人 口 推 移 の 背 景 ①人 口 推 移 の 背 景 ①
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出典：一般人口統計(国立社会保障・人口問題研究所)
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人 口 推 移 の 背 景 ②人 口 推 移 の 背 景 ②
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15歳未満人口の総人口に占める割合の推移15歳未満人口の総人口に占める割合の推移
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児 童 生 徒 数 と 学 校 規 模

の 現 状 に つ い て
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69

147

105,979

52,165

S57（児童数ピーク）
児童数 105,979人
学校数 129校
一校当り 821人/校

S62（生徒数ピーク）
生徒数 52,165人
学校数 55校
一校当り 832人/校

65,578

29,905

H42（推計）
生徒数 29,855人
ピーク時の約57%

H42（推計）
児童数 65,873人
ピーク時の約62%

福岡市の児童生徒数と学校数の推移福岡市の児童生徒数と学校数の推移

出典：福岡市教育統計年報，福岡市の将来人口予測

H20（現在）
児童数 75,818人

H20（現在）
生徒数 34,588人
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小学校

中学校 各学年：１～４学級 各学年：４～８学級 各学年：８学級～

１～１１学級 １２～２４学級 ２５学級～

各学年：１～２学級 各学年：２～４学級 各学年：４学級～

小 規 模 校 大 規 模 校

※法令等では，学校の規模は学級数に応じて以下のように区分される。

学 校 規 模 に つ い て学 校 規 模 に つ い て
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規 模 別 の 学 校 一 覧 ( 小 学 校 ： 1 4 7 校 )規 模 別 の 学 校 一 覧 ( 小 学 校 ： 1 4 7 校 )

小規模校（24校） 大規模校（20校）

金山

293
飯倉中央

294

西陵

297

福浜

299

大楠

305

馬出

308

入部 笹丘

327 525

香椎浜 原

337 539

壱岐東 警固 有田

338 554 594

西戸崎 賀茂 七隈 若久

341 559 534 612

赤坂 四箇田 那珂南 若宮

343 559 545 622

能古 飯原 春住 高木 飯倉 筑紫丘 田島 愛宕浜

74 345 348 380 480 561 568 627

大名 田隈 鶴田 曰佐 東月隈 姪北 当仁 原北

82 349 369 384 484 562 586 631

北崎 東若久 高宮 席田 月隈 城原 花畑 元岡 玄洋 西花畑

92 358 374 392 442 487 570 612 636 672

脇山 吉塚 内野 東箱崎 千早 箱崎 奈多 野芥 博多 堤 室見 長尾 香住丘

106 361 395 419 448 495 466 574 616 646 691 773 834

住吉 弥永 金武 板付北 大池 南片江 老司 長住 片江 和白東 多々良 下山門 野多目 別府

136 364 406 423 450 495 475 580 631 647 704 761 793 857

今津 春吉 堤丘 西長住 横手 美野島 福重 筥松 弥永西 香椎 百道 玉川 南当仁 和白 愛宕 香椎東 名島 姪浜

138 168 259 376 406 448 452 499 520 584 638 662 716 716 762 813 889 802

小呂 玄界 舞鶴 簀子 堅粕 城浜 東光 弥生 香陵 壱岐南 大原 柏原 舞松原 百道浜 今宿 田村 板付 城南 三苫 小田部 周船寺 青葉 平尾 美和台 西新

9 18 153 191 189 228 266 390 428 451 455 527 537 606 645 662 673 760 731 769 844 909 897 933 1,053

西浦分校 勝馬 曲渕 志賀島 早良 東住吉 千代 照葉 有住 東花畑 千早西 塩原 東吉塚 八田 香椎下原 原西 鳥飼 草ヶ江 三筑 内浜 三宅 石丸 長丘 宮竹 西高宮 小笹 高取 松島 壱岐 那珂

19 24 31 53 176 191 222 270 279 391 431 468 480 536 572 607 652 682 674 761 746 788 885 922 931 934 1,019 1,065 1,085 1,077

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33

(平成20年5月1日現在)

※特別支援教育学級を除く
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規模別の学校一覧 ( 中学校： 6 9 校 )規模別の学校一覧 ( 中学校： 6 9 校 )

金武

506

長尾

518

福岡 花畑 高宮

136 533 639

玄界 東光 宮竹 筑紫丘 原中央 多々良 壱岐 香椎第２

8 179 399 468 541 603 646 743

小呂 志賀 曰佐 箱崎 席田 三筑 香椎第３ 箱崎清松 長丘

9 186 405 491 546 551 632 659 770

能古 東住吉 警固 老司 板付 春吉 城西 下山門 那珂 元岡 平尾

42 187 335 426 508 548 564 632 671 731 779

照葉 住吉 城香 早良 梅林 青葉 横手 次郎丸 片江 当仁 香椎第１ 三宅 原北 高取

56 191 309 339 366 430 465 527 574 576 661 698 738 784

北崎 千代 舞鶴 壱岐丘 博多 吉塚 松崎 西福岡 西陵 野間 多々良中央 原 柏原 田隈 玄洋 内浜 城南 和白丘 友泉 和白 姪浜 百道

63 117 199 219 249 321 351 395 451 483 531 586 577 666 700 682 742 787 885 916 1,000 1,062

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33

小規模校（21校） 大規模校（３校）

(平成20年5月1日現在)

※特別支援教育学級を除く
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小 規 模 校 の 学 級 編 制 ( 小 学 校 )小 規 模 校 の 学 級 編 制 ( 小 学 校 )

19

上段 児童数

下段 学級数 （平成２０年５月１日現在)

1年 2年 3年 4年 5年 6年 計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 計

1 2 0 2 1 3 9 6 12 12 20 22 20 92 41 28 32 25 36 29 191

0 1 3 1 1 1 1 1 1 6 2 1 1 1 1 1 7

1 7 1 6 4 5 24 12 7 19 20 37 36 36 31 29 189

3 1 1 2 1 2 2 1 1 1 8

8 4 8 4 4 3 31 25 20 20 21 22 28 136 50 28 36 38 40 30 222

1 1 4 1 1 1 1 1 1 6 2 1 2 1 1 1 8

0 2 4 4 4 4 18 19 23 21 23 29 23 138 38 32 39 39 31 49 228

0 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 1 6 2 1 2 1 1 2 9

9 3 8 7 14 12 53 25 23 23 22 36 24 153 67 66 33 45 36 23 270

1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 1 6 2 2 1 2 1 1 9

13 8 11 14 14 14 74 26 32 32 26 33 27 176 42 39 46 36 43 53 259

1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 1 1 1 6 2 2 2 1 2 2 11

9 20 7 14 17 15 82 23 42 28 26 26 23 168 49 45 44 47 43 38 266

1 1 1 1 1 1 6 1 2 1 1 1 1 7 2 2 2 2 2 1 11

18 18 15 18 17 20 106 49 31 27 32 23 29 191 61 59 29 45 42 43 279

1 1 1 1 1 1 6 2 1 1 1 1 1 7 2 2 1 2 2 2 11

※特別支援教育学級を除く。

(西浦分校)

1

北崎小

城浜小

堤丘小

東光小

有住小東住吉小

簀子小

堅粕小

千代小

今津小

舞鶴小

早良小

春吉小

照葉小

111
勝馬小

小呂小
1 1

脇山小

住吉小

1

曲渕小

志賀島小

大名小

能古小

玄界小

1



複 式 学 級 に つ い て複 式 学 級 に つ い て

【複式学級とは】

小学校では，２つの学年を合わせた児童数が16人以下(１年生を含む場合は８人以下)
のときは，例えば「３年生と４年生の学級」のように，複数の学年で学級を編制しなけ
ればならない。

【複式学級の学習指導の特徴】

複数の学年で編制された学級を，一人の担任が指導するため，具体的な学習指導では，
次のような指導を行う必要がある。

①教員が同じ時間の中で，二つの学年の学習の流れをずらして設定し，両方の学年を
交互に指導を行う

②両方の学年で類似した内容を同時に指導する

（例）３年生の「棒グラフ」と４年生の「折れ線グラフ」

など
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小 規 模 校 の 学 級 編 制 ( 中 学 校 )小 規 模 校 の 学 級 編 制 ( 中 学 校 )

21

上段 生徒数

下段 学級数 （平成２０年５月１日現在)

1年 2年 3年 計 1年 2年 3年 計 1年 2年 3年 計

1 4 3 8 56 57 66 179 90 113 106 309

1 1 1 3 2 2 2 6 3 3 3 9

2 1 6 9 64 56 66 186 98 110 113 321

1 1 1 3 2 2 2 6 3 3 3 9

12 18 12 42 57 72 58 187 127 100 108 335

1 1 1 3 2 2 2 6 4 3 3 10

32 17 7 56 58 69 64 191 107 110 122 339

1 1 1 3 2 2 2 6 3 3 4 10

24 14 25 63 75 60 64 199 130 109 112 351

1 1 1 3 2 2 2 6 4 3 3 10

42 45 30 117 70 64 85 219 123 126 117 366

2 2 1 5 2 2 3 7 4 4 3 11

45 44 47 136 89 88 72 249 127 151 117 395

2 2 2 6 3 3 2 8 4 4 3 11

※特別支援教育学級を除く。

玄界中

照葉中

小呂中

能古中

松崎中北崎中

梅林中

西福岡中

城香中

吉塚中

警固中

早良中

千代中

福岡中

東光中

志賀中

東住吉中

住吉中

舞鶴中

壱岐丘中

博多中



全市：小学校 全市：中学校

：11学級以下， ：12～24学級， ：25学級以上

規 模 別 に み た 学 校 数 の 推 移 ①規 模 別 に み た 学 校 数 の 推 移 ①

19

24

27

43

85

103

101

87

37

20

19

17

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H1

H20

H25

H40

22

9

21

20

25

38

45

45

42

17

3

4

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H1

H20

H25

H40



小 規 模 小 学 校 の 分 布小 規 模 小 学 校 の 分 布
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都心部：小学校 都心部：中学校

：11学級以下， ：12～24学級， ：25学級以上

規 模 別 に み た 学 校 数 の 推 移 ②規 模 別 に み た 学 校 数 の 推 移 ②
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児童生徒数の今後の見通しについて児童生徒数の今後の見通しについて

出典：国勢調査，福岡市の将来人口予測

H7
H7→H17
増減率 H17

1,284,795 9.1% 1,401,279

うち15歳未満 205,266 -8.4% 187,960

全 市 人 口

100,738 9.1% 109,885

うち15歳未満 12,235 -30.6% 8,493

小規模校区の人口

25

H17→H40
増減率 H40

4.8% 1,467,853

-9.2% 170,738



人 口 推 移 と 学 校 の 現 状 の ま と め人 口 推 移 と 学 校 の 現 状 の ま と め

福岡市の総人口は平成福岡市の総人口は平成3535年ごろまで増加する年ごろまで増加する。

しかし，

1515歳未満の人口は減少傾向歳未満の人口は減少傾向にある。

そのため，

児童生徒数は児童生徒数は20年後にはピーク時の６割程度まで減少６割程度まで減少する。

→児童生徒数の回復は厳しい児童生徒数の回復は厳しい。
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自然動態(出生・死亡)では，合計特殊出生率の低下により出生数が減少している。

社会動態(転出入)では，子どものいる世帯は増加していない。


